
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
崚
宣
移
封
後
北
遠
地
方
は

一
二
全
て
中
野
七
蔵
の
支
配
地
と

な
り
、
井
めヽ
後
間
ｔ
た
´
宮
崎
氏
に
対
し
て
■
山

西
手

・阿
寿
古
■
価
が
分
輌
さ
れ

よに
，
一
め
・●こ
一つ
ル
■
●
ハ
）０
．

ハ
元
和
九
年
検
地
帳
は
、
他

に
砧
釣
村

（西
一́一■
人
■
●
の
■
郷
，
の
１
，
の
が
確
認
さ
れ

て

い
る
「
泄
山
村
史
ヒ

八
五
）．

”
■
＝
淳
之
計
ｍ
論
文

節
『
佐
人
間
町
定
』
彙
＝
「
三
―
下
　
五
山

一
′
五
六
八
ベ
ー
ジ

「
”
主
か
ら
公
認
さ
れ
て
い
た
「
庄
け
給
，一一
「ヽ
年
寄
給
ヽ
こ
咤
止
さ
れ
た
■
、
村
内
農
民

な
い
の
最
物
や
役
料
、
は
役
の
徴
収
Ｌ

イ４，
ち
，
■
，
な
わ
れ
て
い

●
↑
佐

久

問

町

史

』
上
巻
、
五
二
五

′
六
ペ
ー
ジ
参
照
）、

ν
覧

水
九
年
の
宮
崎
ホ
右
術
開
収
納
分

に
つ
い
て
ま
、
次

の
よ
う
な
皆
言
状
が
あ
る
。

中
之
御
年
■
企
子
納
中
一■１

矢ヽ
＝
）

合
構
七
両
弐
分
露
六
百
文
　
ほ
江
戸
計
―
　
‐

内
三
分

ハ
ニ
月
十
日
〓

ヘ
二
一卜

‐‐
〓
可
済
―■
す
一
―‐
――
―

右
納
中
両
実
上
也
働
如
叶

寛
永
九
年

中
′
十
二
月
十
八
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
付

‐――
作
兵

へ
■

地
頭
方
六
大
，■
一

ｍ
地
頭
方
村
で
は
党
永

一
四
年
分
が
久
け
て
い
る
が
、
他
村
の
検
討
か
ら
同
年
が
割
増

が
行

な
わ
れ
た
初
年
で
あ
る
（川
高
②
Ｏ
参
照
ヽ

一川
―ｌｌｌ
Ｌ
■
永
九
一
か
ら
■
玄
八
年
ま
で
で
あ
る

一
っ
た
の
〓
“■
水

一
九
年
■
―，
■
文
六
年

〓
て
チ
、

ご́
．
』

を́

ぃヽ、　
こ
の
■
料
の
，
代
Ｌ
寛
永
九
年

一
ｒ，
」
，
，
つ
．

■
的
所
ｔ

〓
■
ユ
′
河

一
Ｉ

　

，

バ^
一，
一ｆ
■

■
Ｉ
ｔ
■
■
，
，
Ｉ
■̈

一

■
午

ｒ

ｉ
分
●
■

〓
■
一、
＝
高
¨
他

に

一
出
百
五
斗

い
僚
地
が
記

〓

ユ
´
．

こ
■
‐‥―――
■

●
性
地
以
前

―■
ＩＩ
寺
社
一「
引

に
台

〓
れ
て

い
た
と
思

わ
れ
、
永
高

一す
―‥，
三

一
■

′し
●
●
■

４
た
ら
．
■

ま

一
■

年

■
寺
午

＝
引

五
貫

五
ｔ
ｆ‥‐
■

、　
こ
“
■
■

■
●
■
文

■
●
地
●
〓
地

‘
し
一
認
¨
ら
れ
、
■

―
「
二
貫
六

、二
■
●
地

ｔ■
■
一
込
■
，
た

‘
，，
■
，
れ
る

―１１
‘

＝
（一慟
剖
「
考

「
」
や
【
■
，
ｒ
一
■

¨
●
■
●
■
Ｌ
Ｏ
Ｌ
若
■
二

，二
一千
１
一
三
¨
■
■
一

雑
誌

関

係
要

目

●
一

信
濃

（三
四
―

一
）
５７
ｉ
信
没
史
学
会

叱
棄
山
と
行
人
塚
　
　
　
　
大
島
　
建
し

机
殴
と
同
姓
仲
間
の
――ｌｉ
長
　
鈴
木
　
正
ι

奥
信
農
の
獅
子
神
楽
と
そ

の
周
辺
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
武
＝

虫
送
り
と
そ
の
構
造
　
　
　
宮
下
　
健
司

野
■
街
道
の
交
通
伝
承
　
　
胡
桃
沢
勧

”

松
本
城
二
の
丸
跡
川
上

の

焼
塩
責
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
　
一置

一
志
茂
樹
先
生
米
斉
記
念
祝
賀
会
記
録

地

方
史
新

潟

（
一
八
）

％

０

新
潟

県
地
方

史

研
■
会

―，１
由
民
任
期
に
お
―す
る
十

千
の
県
内
史
＝
に
つ
い

上目
年

は
じ
め
に

南
向
村
（現
中
川
付
ド
い、
昭
和
七
年
農
村
経
済
更
生
計
画
に
お
け

る
長
野
県

の
「
指
定
村
」
、　
一
一
年
に
は
県
下
で
は
浦
里
村
↑
だ
い
か
九
か
村

の
豊

林

――

「
特
別
助
式
村
」
指
定
の
中
に
入
り
、　
三
二
年
に
特
別
助
式
事
業
完
成
記
を
式
典

を
あ
げ
た
、
経
済
更
生
運
動
の
「槙
範
村
〓

あヽ
る
。
「
北
の
浦
里
、
市
の
市
同
」

（こ
Ｌ
は
当
時
の
村
内
で
語
ら
れ
る
自
虫
の
言
葉
で
あ

っ
た
。

こ
の
村
が
大
正
末
年
の
数
年
間
に
わ
た
る
小
作
争
誠
を
経
秩
し
、
昭
和
三
年

に
は
、
い
わ
ゆ
〉２
一■
一
五
事
件
と
よ
ば
れ
る
共
産
党
弾
圧
で
、
■
伊
那

で

一
一

名
の
枚
学
者
を
出
し
た
が
、
そ
の
二
人
と
も
こ
の
村
の
教
員
で
あ

っ
た
こ
と
は

既
に
述
べ
た
，
Ｌ
か
あ
）を
■
ヽ

市
同
社
が
、
ど
う
い
り
過
■

を

経

て
「，１‐‐１１
範

村
」
に
な

っ
た
の
か
。
そ
れ
は
大
仰

な
言
い
方
を
敢
え
て
す
れ
ば
、
大

Ｉ

デ
エ・

ク
ラ
シ
ー
の
崩
壊
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
も

つ
な

が
る
。　
一
地
域
の
■
例
と
し
て
、
こ
の
問
題
を
同
村
の
十
年
訓
絆
所
と
青
年
会

の
面

か
ら
考
察
し
よ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

あ
つ
か
う
時
期
は
、
日
本

フ
ア
シ
ズ
ム
運
動
の
時
代
的
区
分
を
、
①
準
備
川

珊
奇
耐
百
肛
０
嗅
繭
粛
映
ざ
汁
離
桐
ゞ
（
ヽ
。
酬
寄
詰
球
＝
０
響
部
う
が
■
ざ
丸
′
肺
蝉

・
鳳
爾
絆
サ
（
叫
針
τ
輌
０
う
い
０
熙
ヽ
。
回
Ｌ
回
ゆ
国
珊
論

訓

練

所

と

青

年

会

―
長
野
県
上
伊
那
郡
南
向
村
の
昭
和
恐
慌
前
後
に
お
け
る
― 新

潟
県
中
■
の
海
祥
関
係

史
料
‐５，

国
史

（
五
七
）
“
・１１

賦
役
令
水
早
条
の
成
立

斉
明
朝
の
北
方
遠
征
記
事

に
つ
い
一
、　
　
　
　
　
　
件
藤
　
和
し

伊
那

（
六
四

二
）

部

Ｈ

伊

那
史

学
会

伊
那
谷
地
質
学
特
集
（続
）

内

一膝

上
父

」
‐

―
―
大
正
八
・九
年
、
ち
ょ
う
ど
世
界
大
崚
の
終
っ
た
頃
か
ら
満
ｉｌｌｌ
事
変
頃

こ

す
る
時
期
。
民
間
に
お
け
る
古
翼
連
動
の
時
代
。
②
式
■
期
―

，市
――――
事
変
前

後
か
ら
二
■
〓
（
■
件
に
い
た
る
時
悧
．
急
准
，

，
シ
ズ
ム
の
全
盛
川
。
い
二
・

二
六
事
件
以
後
か
ら
八
二

五
ま
で
。
出
不
フ
ッ
シ
ズ
ム
の
完
成
時
代
。
と

い

う
三
織
時
に
わ
け
る
説
ｒ

こヽ
従
え
ば
、
本
■
で
述
べ
る
部
分
は
そ

の
第

一
段

階
（準
備
期
）
の
後
半
か
ら
第
二
歳
階
（成
熟
剤
）
の
前
半
に
あ
た
る
。

一　
青
年
訓
練
所
と
修
■
団

青
年
訓
痺
所
が
開
所
し
た
の
は
大
正

一
五
年
七
月

一
日
で
あ
る
。
県
下

一
方

の
開
所
で
あ
っ
た
。
南
向
村
で
は
同
年
六
月
二
四
日
に
村
会
で
決
議
し
、
そ
の

後

一
週
間
で
開
所
し
て
い
る
。
も
と
も
と
青
年
訓
コ
所

は
、
自
由
主
義
。社
会

主
義
へ
の
対
応
と
し
て
、
＝
今
を
以
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
Ｔ
部
が
あ
ず
か

っ
て
力
が
大
き

か
つ
た
。
開
所
二
際
し
て
、
政
府
は
長
野
県
に
二
万
八
千
円
の

国
昨
補
助
を
支
出
、
さ
ら
に
昭
和
二
年
度
に
は
十
年
訓
練
所
柿
助
金
を
二
万
六

千
円
追
加
し
て
い
る
↑
）。
南
向
村
で
は
訓
練
所
の
中
心
人
物
と
し
て
、
主
事

六
円
　
詢

一

永
井
　
十
三

東
北
史
学
会

寺
崎
　
保
広

伊
那

（
六
四
三
）
“
ぬ

■
下
操
先
生
追
陣
特
集

「香坂人之J

(信濃 第 3次 34(3)(387)、 信濃史学会編、1982、 内藤佼子著、国立国会区1書館)



咄
寄
詰
肩
胆
０
嗅
繭
蒲
映
ざ
汁
満
佃
Ｓ
（
■
・
鵡
寄
耐
峠
＝
○
騨
畔
う
ら
■
ヽ
飛
′
飾
難

・
日
前
＝
り
（
嗅
か
，
湿
０
シ
研
ｓ
熙
弩
。
回
日
回
ゆ
因
卿
論



を
つ
け
て
皆
で
踊

っ
た
。
そ
の
歌
は
「
四
海
を
照
ら
す
　
日
の
国
に
　

―ヽ
よ
と

お
の
こ
の
血
を
う
け
て
　
生
ま
れ
出
で
た

る
青

年

の
　
結
び
は
田
き
　
修
養

団
」
に
は
じ
ま
り
二
番
ま
で
あ

っ
た
Я

）。

「
修
養
団
」
は
直
接
青
年
訓
練
所
と
関
係
を
つ
け
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、

村
が
直
接
「
修
養
団
」
Ｌ
結
ん
だ
の
で
も
な
い
。
村
費
か
ら
の
柿

助

金

は
、
■

会
、
軍
人
会
や
教
化
研
に
対
し
て
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
が
修
養
田
と
結
ん

で
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
会
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
村
の
「
―

ダ
ー
で
も
あ

っ
た
。

こ
の
時
期
、
他
の
村

々
で
も
多
か
れ
少
な
か
れ
大
正
末
期
の
思
１１１
壮
況

へ
の

対
応
を
考
え
て
い
た
。
「
小
学
校
並
ビ

ニ
中
等
学
校

二
神
祇
＝
加
設
ノ
請
嘔
」
を

し
た
村
長
も
あ

っ
た
し
£
）、
一‐下
伊
郡
国
民
精
神
作
典
会
」
・̈
、

「
瑞
■
■
合
」

（じ
希
望
社
ハ
）
の
よ
う
な
蓬
動
も
あ

っ
た
．
し
か
し
、
付
の
■
年
訓
世
所
や
村

政
の
指
導
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
間
接
な
が
ら
村
費
か
ら
の
神
動
を
受
け
、
精
神

の
支
柱
に
据
え
た
点
に
お
い
て
、
南
向
村
と
「
修
養
団
‐一と
の
関
係
は
他
と
共
な

る
も
の
が
あ

っ
た
。

南
向
村
と
「
修
養
団
」
と
の
関
係
は
昭
和

一
の
年
前
後
ま
で
、密
接
な
も
の
が
あ

っ
た
が
日
中
戦
争
後
下
人
に
な

っ
て
ゆ
く
。
所
期
の
目
的
を
薄
げ
た
か
ら
と
も

い
え
る
が
、
国
中
が
修
養
団
的
状
況
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
か
ら
と
も
い
え
よ
う

（”
）。

一
一　
南
向
村
青
会
の
分
裂
と
統
合

市
向
村
で
教
化
研
究
会
が
発
足
し
た
唱
和
五
年
は
、
青
年
会
が
分
裂
の
危
機

を
は
ら
ん
で
い
た
時
期
で
も
あ
る
。　
一
般
に
は
青
年
団
と
よ
ば
れ
た
団
体
を
、

南
向
村
で
は
青
年
会
と
称
し
、
ま
ず
幹
事
五
人
を
選
出
、
そ
の
幹
事
た
ち
の
互

選
で
え
ら
ば
れ
た
剛
長
に
あ
た
る
存
在
を
常
任
幹
事
と
呼
ん
だ
。
こ
れ
は
昭
和

四
年
に
常
任
幹
事
と
な
っ
た
米
沢
義
夫
の
発
談
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
団
長
と

か
会
長
と
い
う
呼
称
は
上
下
関
係
を
あ
ら
わ
し
て
い
て
民
主
的
で
な
い
と
い
う

の
が
そ
の
理

１１１
で
あ

っ
た
。
米
沢
は
北
組
耕
地
で
洒
造
業
を
付
む
家
に
生
れ
、

伊
那
中
学
に
学
ん
だ
。
「
頭
脳
明
晰
、明
朗
、情
達
、果
断
で
あ

っ
た
。
一橋
る
る
情

熱
と
使
気
に
富
ん
で
人
情
に
厚
か
っ
た
」
昴
〉．
分
裂
は
こ
の
米
沢
が
青
年
会
常

任
幹
事
の
時
に
お
き
た
。
米
沢
は
同
時
に
郡
背
（上
伊
那
郡
聯
合
青
年
会
）
の
代
議

員
（後
に
理
事
二
√
つ
あ

っ
た
。
か
れ
の
思
想
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え

た

の

は

西
春
近
の
坂
丼
喜
夫
（県
聯
合
青
年
会
幹
事
長
ド
に
と
い
わ
れ
る
。
昭
和
四

年

一
二

月
に
県
馴
青
に
提
出
し
た
坂
井
の
青
年
圏
自
主
化
運
動
提
案
書
は
、
翌
五
年
五

月

一
八
日
の
第
二
口
議
員
会
に
お
い
て
「
自
主
化
運
動
委
員
会
蹴
諷
立
の
原
動
力

と
な
り
、
こ
の
委
員
会
は
当
面
十
年
団
と
し
て
の
活
動
の

一
つ
と
し
て
、
青
年

訓
位
所
ｔ
上
を
か
か
げ
、
実
践
を
サーーー
す
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
■
）。

南
向
青
年
会
の
分
裂
は
、
昭
和
五
年
、
会
主
催
識
演
会
の
講
師
に
高
倉
輝
を

招
き
た
い
と
い
う
の
が
ル
の
発
端
で
あ

っ
た
。
提
案
者
は
米
沢
で
あ
る
。
計
演

会
は
警
察
の
干
渉
が
あ

っ
て
果
せ
ず
、
■
の
＝
理
屋
白
木
星
で
、
会
の
軒
事
だ

け
が
高
倉
の
話
を
聞
く
こ
と
に
な

っ
た
。
高
倉
は
、
地
主
と
小
作
の
関
係
、
南

向
館
で
働
く
女
工
た
ち
の
賃
金
を
例
に
あ
げ
、
枠
取
さ
れ
な
い
た
め
に
は
何
を

な
す
べ
き
か
、を
語

っ
た
（鍵
）。
こ
の
年

一
二
月
中
通
（北
組

中
組

下
平

沖
円

町
）

青
年
会
の
研
究
会
で
、
米
沢
の
属
す
る
北
泄
で
は
、
「
女
工
賃
金
値
下

と

，
一月

操
業
全
体
を
如
何
に
見
る
か
」
と
い
う
誠
題
を
提
出
し
て
い
る
。
米
沢

は
前
に

述

べ
た
よ
う
に
，
郡
中
学
の
出
身
で
あ

っ
た
か
ら
、
小
学
校
事
業
者
が
通
う
青

識
習
会
が
開
か
れ
た
。
三
菱
造
船
所
に
は
千
余
名
の
団
員
が
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
朝
鮮
、
台
湾
年
の
植
民
地
へ
の
教
化
も
、
右
の
財
間
の
支
援
の
も
と
に

浸
透
し
た
。
大
正

一
三
年
四
月
に
は
、
前
記
渋
沢
と
床
次
内
務
大
臣
、
牧
野
官

内
大
臣
、
関
屋
官
内
次
官
な
ど
の
「
特
別
の
ご
尽
力
」
に
よ
り
、
宮
内
名
所
有
の

明
治
神
宮
外
苑
の
一
部
で
あ
る
御
料
地
六
百
坪
を
、
会
館
建
設
敷
地
と
し
て
無

債
貸
与
さ
れ
（落
成
は
大
正
一
五
年
三
月
、
現
在
も
同
地
に
本
部
を
お
く
）、
内
務
省

か
ら
は
建
設
補
助
金
と
し
て
三
万
円
を
下
付
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
浅
車
南
元
‐１１１

に
農
林
省
食
世
局
の
倉
庫
の
払
下
げ
を
受
け
汗
愛
寮
と
し
て
労
働
者
の
宿
泊
所

と
す
る
ｉ
）な
ど
、
ま
き
に
国
ぐ
る
み
の
応
援
の
も
と
に
力
を
の
ば
し

て

い
っ

た
運
動
で
あ
る
。

「外
国
か
ら
は
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
総
本
山
の
よ
う
に
入
ら
れ

て
Ｌ
せ
い
た

平
沼
哄

一
郎
が
大
正

一
三
年
第
二
代
の
団
長
に
な
っ
て
以
来
こ
の
■
動
は
大
Ｆ

進
を
と
げ
た
。
右
共
ス
の
運
動
が
「少
数
者
の
世
念
的
理
想
■
■
の
■
動

と

し

て
展
開
さ
れ
、
広
汎
な
大
衆
を
運
動
に
組
織
化
し
、
動
員
す
る
と
い
う
方
向
を

と
ら
な
い
昴
）な
か
で
、
修
養
団
が
多
数
の
人
々
を
組
繊
し
て
い
っ
た

の
一は
、

支
配
階
級
の
検
の
連
携
の
巧
入
さ
も
き
る
こ
と
な
が
ら
コ
ｔ
親
和
次
に
努
力
六
修

養
団
の
精
神
）
と
い
う
、　
一
兄
非
政
治
的
な
呼
び
か
け
が
、
泥
■
し
た
世
情
十
１

う
る
人
々
の
心
に
訴
え
る
も
の
を
持
っ
て
い
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

南
向
村
に
「
修
養
団
」
が
公
的
に
登
場
す
る
の
は
、
昭
和
三
年
、
人
■
１１１１
に
の

記
念
事
業
と
し
て
、
南
向
軍
人
分
会
が
そ
の
計
演
会
を
企
画
、
経
費
と
し
て
三

百
円
を
計
上
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
ｎ
）。
こ
の
年
、
三
二

五
事
件
で
村
の
教

員
二
名
が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
軍
人
分
会
が
主
力
で
あ
っ
た
こ

の
運
動
が
村
全
体
の
も
の
と
な
っ
た
の
は
、昭
和
五
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

昭
和
恐
慌
と
よ
ば
れ
る
こ
の
年

一
月
、
村
で
は
教
化
研
究
会
の
誕
生
を
み
た
。

前
記
の
下
平
勇
は
こ
の
時
村
会
議
員
・上
伊
那
郡
農
会
長

で
あ
っ
た
（七
年
に
助

役
、　
一
五
年
村
長
）
。
会
の
規
則
か
ら
そ
の
性
格
を
抜
粋
す
れ
ば
、

第
二
条
　
本
会

ハ
木
村
内

二
於
ケ
ル
教
職
員
、
各
種
団
体
役
員
、
及
名
誉

職
、
方
面
委
員
、
耕
地
惣
代
共
他

一
般
右
志
者
フ
以
テ
組
織
ス

第
二
条
　
木
会
ノ
ロ
的

ハ
左
ノ
如
シ

一　
国
体
性
念
フ
明
徴

ニ
シ
国
民
精
神
フ
作
興
ス
ル
コ
ト

一　
生
活
ノ
改
善
フ
計
り
国
カ
フ
培
養
ス
ル
コ
ト

第
八
条
　
会
長

ハ
村
長
、
副
会
長

ハ
助
役
之
二
当
ル
。
評
議
員

ハ
校
長
、
方

面
委
員
及
各
種
団
体
長
、
村
会
議
員
３
一名
Ｙ
一委
嘱
ス

実
行
委
員

ハ
排
地
惣
代
二
委
嘱
ス

こ
の
教
化
研
が
主
催
と
な
っ
て
「修
貴
酬
本
部
ヨ
リ
勝
部
講
師
フ
聘
シ
於
常

■
寺
、
四
月
九
日
婦
人
、
十
日
男
子
ノ
修
養
講
習
会
フ
開
催
、
両
日
共
村
内
挙

ゲ
テ
多
数
出
席
。
講
師
ノ
真
剣
熱
烈
ナ
ル
、
流
汗
鍛
練
。同
胞
相
受
ノ
叫

ハ
多

数
聴
誹
者
二
大
ア
″
感
銘
７
集

ヘ
タ
Ｌ
υ
。

同
年
、
軍
大
会
は
そ
の
事
業
の
中
に
修
■
団
計
習
会
へ
の
派
遣
補
助
を
入
れ

り
、
村
内
で
の
修
養
団
の
講
習
も
年
に
数
回
ひ
ら
か
れ
た
。
会
場
は
付

の
大

部
分
を
占
め
る
大
革
地
区
の
書
提
寺
で
あ
る
＝
■
寺
の
本
生
が
始
ん
ど
で
あ
っ

た
。
寺
の
下
を
流
れ
る
天
竜
川
で
み
そ
ぎ
を
し
、
流
汗
鍛
練
同
胞
相
愛
と
染
め

ぬ
い
た
手
拭
を
頭
に
ま
い
て
、
常
に
百
人
内
外
が
集
ま
り
、
寺
の
本
堂
に
あ
ふ

れ
た
。
講
話
は
主
と
し
て
上
伊
那
郡
美
ｔ
の
諸
―■
盛
男
が
行
っ
た
。
こ
う
い
う

修
行
の
ほ
か
に
南
向
館
を
は
じ
め
隣
付
片
桐
村
の
製
糸
工
場
な
ど
で
は
、
男
女

工
員
た
ち
が
、
修
養
団
の
歌
に
あ
た
か
も
盆
お
ど
り
の
よ
う
な
手
ぶ
り
の
踊
り

咄
寄
詰
吉
阿
α
鴨
繭
蒲
峡
ざ
汁
耐
桐
ゞ
〔
■
・
咄
奇
詰
叶
＝
○
叫
畔
サ
ら
■
ヽ
ミ
ン
謙
理

．
Ｂ
耐
＝
り
（
呻
中
τ
飾
０
シ
シ
）
呻
ヽ
・
回
け
回
り
因
珊
捕



嶋
寄
詰
高
騰
０
嗅
繭
蒲
”
ざ
沖
耐
桐
き
（
弩
。
瑕
寄
舗
峠
＝
⑮
琳
騨
沈
か
■
ド
■
ン
獅
理

．
翻
前
＝
り
（
礫
針
τ
締
０
ウ
伊
ｓ
呻
）
。
回
日
回
ゆ
図
卿
逍



で
は
な
い
。
故
に
我

々
は
か
ヽ
る
機
関
の
徹
底
的
な
精
算

こ
そ
当
然
な
る
重

要
問
題
で
あ
る
と
思
ふ
（後
略
）。

こ
の
決
歳
を
持
参
し
て
県
連
■
は
同
月
二
月

一
三
日
か
ら
四
日
間
開
催
さ
れ

た
大
日
本
研
合
青
年
団
第
七
日
大
会
（於
日
太
青
年
館
）
に
「
打
倒
官
僚

十
年
団
の

件
」
と
い
う
談
題
を
提
出
、
青
年
団
の
自
主
化
確
立
を
叫
ん
だ
。
説
明
し

た

の

は
坂
井
喜
夫
で
あ
る
。
「議
場
は
た
め
に
，
然
と
し
て
休
会
二
回
―■
及
ん

だ

が

本
県
出
“
者
は
少
し
も
誠
歩
す
る
Ｌ
こ
ろ
な
く
、
理
論
斗
争
を
く
り
か
へ
し
た

が
遂
に
大
多
数
を
も

っ
て
保
留
と
な

っ
た
Ｌ
鬱
。
こ
の
大
会
に
上
伊
那
の
代
表

と
し
て
米
沢
義
央
は
出
席
し
て
い
る
■
）．

ホ
沢
は
県
・郡
の
十
年
会
の
意
向
を
反
映
す
べ
く
、
中
蠅
り
■
年
会
を

拠

点

と
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
米
沢
も
Ｆ
口
年
訓
仲
所
咤
止
」
の

声
は
あ
げ
得
な
か
っ
た
。
「
反
動
教
育
と
称
し
て
十
年
訓
仲
所
１■

一
人

の
出
席

者
も
だ
さ
ず

〃
壊
減
″
さ
せ
た
Ｌ
む
浦
里
村
と
ち
が

っ
て
、
市
向
十
年
十ｉ‐‐‐
純
所

は
村
の
誇
り
で
あ

っ
た
。昭
和
四
年
・五
年
と
二
年
繊
け
て
、県
知
事
・文
部
大
臣

か
ら
表
彰
を
う
け
、
そ
の
都
度
去
彰
伝
達
は
小
学
校
で
行
わ
れ
、
郷

」ｌｔｉ
出
身
の

知
名
人
が
講
演
を
し
た
。
生
徒
た
ち
は
十
年
会
■
で
も
あ

っ
た
．
訓
諄
所
で
テ

ッ
パ
レ子
に
え
ば
ら
れ
る
事
は
青
年
た
ち
の
名
誉
な
こ
と
で
あ

っ
た
。
十
年
会
か

分
裂
し
た
現
在
、
米
沢
が
な
し
得
た
共
体
的
な
こ
Ｌ
は
、
中
■
支
会
の
国
■
を

整
備
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
昭
和
六
年
、
同
支
会
の
購
入
図
■
は
ニ
ー，
――――
ヽ
内

訳
は
左
の
通
り
で
あ
る
翁
）。

１
　
西
部
戦
線
共
状
な
し
（
ル
マ
ル
ク
）

２
　
そ
の
後
に
来
る
も
の
（
ル
一ヽ
ル
ク
）

３
　
ゴ
ー
●
ス
ト
ッ
プ
（士
司
山
治
）

ｊ
　^
支
那
は
起
ち
あ
が
る
（室
伏
高
信
）

ｏ̈
　
バ

ッ
ド
・
ガ
ー
ル
●
ア
ル
マ
ー
）

６
　
文
壇

ア
ン
テ
バ
ン
ク
ン
第

一
輯

″′
　
天
国
の
記
微
（下
村
千
秋
）

ｓ
　
失
業
都
市
東
京
（徳
水
一Ｌ
）

９
　
市
丼
に
あ
り
て
（島
崎
藤
村
）

１０
　
し
か
も
彼
年
は
行
く
（下
村
千
秋
）

Ｈ
　
”
感
録
（浜
――
雄
辛
）

‐２
　
農
民
の
肛
（新
潮
社
）

‐３
　
戦
旗
三
十
六
人
集
（エ
ロ
ニ

貴
可
山
治
）

Ｈ
　
つ
ル
の
あ
と
き
き
０
永
丼
荷
風
）

‐５
　
人
生
論
（土
田
答
村
）

‐６
　
宗
教
論
（上
＝
石
村
）

‐７
　
暮
村
田
菌
続
本
（島
崎
藤
村
）

ｌＳ
　
同
右
　
　
　
　
（同
一Ｃ

‐９
　
生
活
線

ａ
ｂ
ｃ
（イーｌｉｌ
川
民
樹
）

２０
　
出
家
良
■
（江
原
小
弥
太
）

こ
う
い
う
状
況
に
な

っ
て
も
米
沢
の
■
■
は
青
■
た
ち
の
年
ま
り
で
販

っ
て

い
二矢
じ
。
村
の
当
時
と
し
て
は
珍
ら
し
い
電
気

ス
タ
ン
ド
。
壁

一
面
に
並

ぶ

マ
ル
ク
ス
や

エ
ン
グ
ル
ス
、
そ
の
他
の
本
ぅ
■
れヽ
Ｌ
は
米
沢
の
Ｆ
は
ん
と
も
い
え

な
い
『町
力
、
と
い
う
か
人
を
ひ
き

つ
け
す
に
は
お
れ
な
い
Ｌ
せ
人
柄
と
と
も
に

い
わ
ば
あ
こ
が
れ
の
ま
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
古
斎
に
出
入
し
て
い
た
北
組
の
青

年
た
ち
が
、
訓
練
所
に
出
席
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
前
述
の
訓
練
所
の
あ
り
か

た
か
ら
す
れ
ば
特
異
な
現
象
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昭
和
九
年

の
「
該

当
者
数
九
六
名
、
入
所
九

一
る
Ｌ
Ｊ
の
未
入
所
者
五
名
Ｌ
い
う
数
字
は
北
組
の

青
年
た
ち
で
、
「
義
夫
さ
ん
か
ら
訓
練
所
に
行
く
な
、
な
ど
と
い
わ
れ
た

こ
と

は
な
か
っ
た
が
、
や
っ
ば
り
い
ろ
い
ろ
わ
か
っ
て
み
る
と
、
行
っ
て
は
な
ら
な

い
と
思
っ
て
咲
り
自
発
的
に
と
り
や
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
十
年
た
ち
は
独
自

に
毎
月
北
組
で
文
集
を
作
っ
て
ま
わ
し
よ
入
し
て
い
た
が
、
昭
和
九
年
、
主
だ

っ
た
者
が
赤
穂
（現
駒
ヶ
根
市
）
の
警
察
に
よ
ば
れ
、
「‐松
下
義
雄
は
阜
太
子
誕
生

に
際
し
て
、　
″竹
の
国
生
の
御
栄
と
い
う
が
同
じ
人
間
と
し
て
云
々
″
と
書
い

た
の
が
不
敬
罪
に
あ
た
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
隣
村

片
桐
村
（乳
中
川
村
）

の
小
和
田
の
小
作
，
議
の
こ
と
を
、
仁
名
に
託
し
て
苦
い
た
の
が
ひ
っ
か
か
っ

て
つ
か
ま
っ
た
。
取
し
ら
べ
の
――ｌｊ
ｌｉ
警
察
の
二
騰
に
迪
れ
て
い
か
れ
、
竹
刀
を

持
っ
た
五
上
↑
今
」
囲
ま
れ
、
も
う
容
■
な
く
ぶ
っ
た
た
か
れ
、
単
一を
の
ば

し

て
い
る
の
が
け
し
か
ら
ん
、
と
髪
を
ね
じ
め
め
げ
る
Ｌ
り
拷
‐―――
を
う
け
、
留
世

所
に
入
れ
ら
れ
た
。
沢
村
は
一
週
間
、
松
下
は

一
‘ニー，
日
〓
ど
の
の
一ち
釈
放
さ
れ

た
。
そ
の
間
に
家
宅
投
査
も
う
け
て
い
る
　
Ｆ
め
い
つ
ら
■
ｉ
気
な
奴

で
、
訓

練
所
に
も
行
か
ん
と
理
屈
を
こ
れ
ま
わ
し
て
る
、
と
い
う
ｌｒ，
け
で

川
―‥‐，
せ
一
ヽ

２
察̈
」じ
の
が
い
た
ら
し
い
。
こ
の
こ
と
は
■
隊
に
入
っ
て
か
Ｌ
も
――‐１
っ
て
、

訓
練
の
あ
い
ま
に
呼
び
だ
さ
れ
、　
お
ま
え
は
ア
カ
だ
っ
た
と
い
う
が
、
と
収
出

べ
ら
れ
た
Ｌ
り
。

十
年
会
分
裂
の
状
況
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
昭
和
六
年
九
月
に
お
き

た
満
洲
■
変
で
あ
る
。
「
国
防
」
と
い
う
名
の
も
と
に
当
局
は
反
対
す
る
も
の
を

抑
に
し
た
。
そ
の
一
例
が
、
同
年

一
二
月
二
一
日
付
、
長
野
県
学
務
部
長
か
ら

市
町
村
男
女
十
年
団
長
あ
て
に
布
告
し
た
璽
い
年
団
運
動
更
張

二
関

ス
ル
件
」

金
（社
第

一
、
一千
ハ
六
号
）
で
あ
る
。
半
紙
三
枚
の
ガ
リ
版
手
書
の
も
の
で
、
上
部

に
赤
い
コ
ム
印
で
横
書
き
に
「
長
野
県
用
紙
」
と
押
し
た
こ
の
布
告
は
、
外
兄
の

■
末
さ
と
は
反
対
に
高
圧
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。

畏
ク
モ
　
ノ、一
上
陛
下
装

二
東
官

二
在
シ
マ
ス
ャ
青
年
Ｍ

二
対

シ
優
渥

ナ

ル

令
旨
フ
賜
ヒ
」
に
は
じ
ま
り
、
「
近
時

二
於
ケ
ル
青
年
団
運
動
ノ
実

際

フ
観

ル

ユ
Ｌ
４
■
／
政
治
運
動
、
社
会
迎
動
キ

ニ
進

ン
デ
関
与

シ
時

二
或

ハ
階
級
斗
争

フ
以
テ
社
会

／
改
革
ア
期
待

ス
■
ガ
加
キ
」
も
の
が
あ
る
こ
と
‐ｉ
実
こ
迪

憾

で

あ
る
。
殊
に
近
頃
の
県
晰
■
の
行
動
Ｌ
‐徒

二
矯
漱

ニ
シ
テ
第
三
者
ノ
指

導

フ

排
斥
シ

一
都
幹
部

′
抱
Ｌ

イ
ル
階
級
■
争
的
思
想

二
依
リ
テ
団
員

７
動
向
セ
ム

，
ス
ル
音
漸
い
フ
一“
ス
ル
エ・
ノ
、
如
ク
、
式

ハ
”
＝
」
″十
議
ノ
尖
ｍ輌
ュ
ェエ
チ
社
＾
〓
ノ

■
日
７
鮮
動

セ
シ
ス
或

ハ
帝
国
主
義
戦
争
反
対
フ
叫
ビ
遂

ュ
重
要
国
策
タ
ル
青

年
訓
績
所
咤
止
ノ
指
令
フ
発

シ
」
、
＝
判
会
の
計
師
の
人
選
も
諜

っ
て

い
る
。

本
県
は
●
こ
聖
旨
を
十
収
し
て
十
年
―――
の
，
世
中
正
な
た
逮
を
望
ん
で
相
当
の

椰
助
金
を
変
付
し
て
‥‐―て
た
が
、
「
前
述

ノ
ー‐
態
デ
■
前

二
兄
ル
ニ
■
ビ
」
幹
部
に

反
省
考
嘔
を
求
め
た
が
応
じ
な
い
た
め
「
カ

ニ
現
在
ノ
県
晰
合
青
年
団
が

到

底

青
生
団
ノ
正
道
フ
歩
ム
コ
ト
能

ハ
Ｆ
ル
モ
ノ
ト
認

´
之

二
対
ス
ル

一
切
ノ
補
助

フ
ｔ
止
シ
ク
ル
次
第

二
Ｌ
」。
そ
も
そ
も
ョ

切
ノ
罪
悴
フ
社
会
制
度

二
帰
シ
之

フ
破
壇

ス
ル
コ
ト
ニ
ヨ
ーー
テ
政
所
ア
ーーー‐
夫
シ
得
ベ
シ
ト
誤
認

シ
芸
リ

ニ
外
国
革

命
ノ
‐―千
例
ヲ
以
テ
当
然
ノ
”

ナ
ーー
ト
シ
我
ガ
国
体

二
関

ス
ル
明
確

ア
ル
認
識
フ

欠
キ
光
“
ア
ル
三
十
年
ノ
＝
史
７
無
視
シ
テ
之
ヲ
破
壇
シ
去
ラ
ン
ト
ス
ル
ノ
思

Ｊ
■
潤
シ
■

ン
ル
ハ
■

二
社
会
■
乱

ノ
■

ニ
シ
チ
遺
憾
ト
ス
ル
所

二
候

「

い

まふ
二
――１１
■
ノ
天
地
睛
■
市
つ
テ
時
局

ハ
■
は
■
、
我
ガ
忠
”
ナ
ル
■
は

ハ
満

業
ノ
荒
野

二
動
キ
将
士
共

二
搬
甘
７
嘗
ム
」
ン
ニ

う
時
で
は
な
い
か
、
我

が

信

嶋
寄
詰
百
牌
０
嗅
繭
清
”
ヽ
汁
耐
桐
ゞ
〔
）
・
鵡
論
詰
米
柵
０
騨
部
や
が
こ
ざ
弓
ン
繭
期

．
剛
耐
＝
り
（
嗅
針
τ
飾
０
シ
Ｓ
６
熙
■
・
回
け
回
０
国
珊
殿



咄
奇
耐
吉
肘
０
叶
繭
清
峡
ざ
汁
満
桐
Ｓ
（
）
。
雌
奇
詰
球
＝
０
騨
騨
湧
針
尋
さ
”
′
論
理

・
鳳
ｍ
柵
ゝ
（
鴨
針
τ
飾
０
う
伊
）
性
）
。
回
日
□
が
国
珊
論



を
通
し
て
―
ス

一
九
七
九
年
）
一
八
九
―
二
三

一
Ｉ

２８
西
田
美
昭
編
著
「
昭
和
恐
慌
下

の
農
村
社
会
運
動
―
―
養
蚕
地
に
お
け
る
展
開

と

帰

結
Ｌ

一九
二
Щ

２９
「
修
貴
団
」
は
現
在
も
そ
の
活
動
を
続
け
デ
、
い
る
。
昭
和
■
０
年
に
は
創
立
七
●
周
年

の
式
典
を
挙
げ
、
皇
太
子
夫
妻
も
出
席
し
Ｆ
曇
¨
葉
」
を
た
ま
わ

っ
た
。

こ
の
日
米
賓

の
永
井
道
＝
支
部
大
臣
は
１１
に
一‐流
汗
鍛
錬
同
胞
相
愛

の
実
践
に
よ
り
、
わ
が

国

教

育
文
化

の
振
興
、
社
会
道
義
堂
尚
揚
に
寄
与
」
し
た
業
績
を
評
価

し

た
祝

詞

を

読

み
、
他
に
森
戸
反
男
、
宇
部
興
産
社
長
中
安
日

一
ら
も
同
様
の
祝
詞
を

述

べ

て

い

る
。
（修
養
団
柿
『
愛
と
汗
躍
動

の
七
●
年
」
昭
和
五
●
年
）

３０
南
向
村
編
『
お
も

か
げ
六
昭
和
二
九
年
）
八

一
Ｉ

３‐
西
田
美
昭
前
掲
書
四
四
二
Ｉ
に
Ｉ
れ
■
、
小
県
＝
川
辺

泉
田

室
賀

浦
■
■
日
木
の

五
カ
村

の
青
年
会
が

一
九
三
・ｒ
年

一
一
■
に
青
訓
廃
止
決
議
を
行

っ
て
い
る
。

３２
当
時
青
年
会
幹
事
森
本
製
＝
氏
の
―‥１‥
話
。
氏
は
昭
和
八
年
度
青
年
会
常
任
幹
事
。

３３
大
井
隆
男
『農
民
自
治
運
動
史
Ｌ

一
九
八
●
】

二

八
十
三
二
二
百
こ
林
広
告

の
活
躍

ぶ
り
を
述

べ
て
い
る
。

３４
・３５
前
記
森
木
勲
雌
氏
の
直
話
。

３６
山
浦
国
久
『
長
野
県
青
年
団
発
■
史
只
昭
和
十
年
）
七
五
Ｉ

３７

３８
平
澤
■
皐
口
氏
直
話
．
氏
は
昭
和

一
一
年
度
青
年
公
常
任
幹
事

３９
■
日
年
会

二
関

ス
ル
機
』
平
澤
善
古
氏
所
蔵
．

４０
『
季
刊
現
代
史
』
第
五
号
含

九
七
四
年

一
二
月
）
所
収
、
驚
野
良
安
「
７
国
主
人

掴

κ

教
育
の
強
化
と
青
年
学
校

一七
八
頁

４‐
昭
和
六
年
度
南
向
青
年
会
伐
入
出
決
算
書
（
‐―ｌｊ
掲
，
同
年
会

二
開

ス
ル
続
」
所
収
）

伐
出
浦
国
久
前
掲
書

一
五
二
Ｉ
。
長
野
県
下
伊
那
郡
青
年
団
史
欄
纂
委
員

４
●
潟
『
下
伊

那
青
年
運
動
史
』

一
九
六
〇
年
と

〓
〓

Ｉ

４３

４
山
――ｌｉ
前
掲
嘗

一
九
二

四
頁

５
中
村
政
則
前
掲
論
文
二
二
四
頁

妬
前
掲
Ｆ
日
年
団

二
関

ス
ル
綴
一

４７
米
沢
義
夫
氏
の
妹
、
美
那
恵
き
ん
の
直
話
に
よ
れ
ば
、
坂
井
喜
夫
等

の
活
動
家
の
ほ

か
、
北
組
や
沖
田
か
ら
も
青
年
方
が
よ
う
見
え
ま
し
た
、
と
。

邸
北
組
耕
地
沢
村
勝
美
氏
の
直
話
。

４９
前
掲
『
青
年
訓
練
所

一
覧
Ｌ

Ю

譴

５２
前
記
沢
村
勝
美
氏
の
一は
話
．

５３
森
勲
雄
氏
の
直
話
。

譴
以
上
の
日
時
場
所
事
柄
は
平
沢
善
苦
氏
の
昭
和
七
年
日
記
に
よ
る
、

一Ｐ
南
向
青
年
会
報
穴
昭
和
七
年
度
）

部
前
掲
「
昭
和
恐
性
〓
第
二
革
、
由
井
Ｉ
臣
「
車
部
と
国
民
統
合
」
Ｉ
（
７．
頁

ｒ
『
南
向
青
年
会
報
』
昭
和
七
年
度
一

那
昭
和
八
年
度
南
向
青
年
会
歳
入
出
決
算
書
貧
青
年
団

二
関

ス
ル
機
し

諄
前
掲
寮
”
年
訓
棟
所
表
彰
紀
念

一

ｍ
『
歴
史
学
研
究
別
冊
只

一
九
七

一
年
十
月
）所
収
、
森
武
庸
「
日
本

フ

ア
シ
ズ
ム

の

形

成
と
共
村
経
済
更
生
運
動
」

ｍ
』
１１１
昭
和

一
一
年
二
月
自
治
行
政
豊
付
史
生
指
導
者
葵
成
講
習
会
関
係
慨
』
中
川
付
東

公
民
館
蔵
。
同
講
習
会
に
参
加
し
た
大
革
地
区
四
六
名
は
百
業
割
百
円
以
下
の
者
二

七
名
、
百

‐
三
百
円

一
六
■
、
三
百
円
以
上

一
名
、
不
明
二
名
で
あ
る
．　
一
方
、
葛

島
地
区
推
蔦

の

一
七
名
ｌｉ
自
作
上
川
で
、
森
論
文
と
同
様
な
饉
向
を
示
し
て
い
る
。

ば
中
付
政
剛
‐―ｌｊ
掲
論
文
二
■
二

Ｉ

神^
奈
―――
集
無
，
市
山
比
ケ
浜

一
ノ
一
二
ノ
ニ
〓
）

最
後
に

一
橋
大
学
教
授
中
村
政
川
先
生
の
あ
た
た
か
い
御
指
導
と
中
川
村
平

沢
薔
古
さ
ん
の
性
し
入
な
い
御
協
力
に
心
か
ら
御
礼
を
中
し
上
げ
る
。
ま
た
、

中
川
村
東
公
民
館
々
長
の
橋
沢
土
さ
ん
は
じ
め
公
民
館
の
皆
さ
ん
、
長
野
市
の

小
野
惣
平
先
生
、
貴
重
な
体
験
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
永
原
豹
弥
・森
木
勲
雄
・

湯
沢
恒
雄
・藤
本
俊
雄
・沢
村
勝
■
・米
沢
美
邸
恵
さ
ん
の
か
た
か
た

の
御
好
意

に
深
く
感
謝
中
よ
る
。

一証
―
――――
＝
村
の
柾
斉
更
上
■
動
に
つ
い
て
は
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
，１１１‐
ｉ
一昭
和
Ｉ
始
」

（
一
九
七
九
年
）第
四
革
中
村
政
則
「“
済
更
生
運
動
と
農
村
統
合
」。
「季
刊
現
代
史
ニ

第
二
号
２

九
七
三
年
五
対
）所
収
、
上
条
宏
之
一班心慌
下
共
民
■
動
Ｌ
経
済
更
■
迎

動
の
実
熊
―
―
長
野
県
浦
里
村
の
場
合
一。　
一
嬌
大
学
「
ヘ
ル
メ
ス
Ｌ

一
九
七
七
年
）

所
収
、
中
村
政
則
ｔ
ミ
三
年

妻
蚕
地
帯
に
お
け
る
般
村
更
生
運
動
の
展
開
と
構
造

（１
ど
等
に
詳
し
い
．

２
当
時
南
同
村
役
場
古
記
半
沢
書
古
氏
の
直
話
。

３
『信
渋
只
昭
和
五
四
年
八
月
号
）所
収
、
十‐‐‐
稿
「長
野
県
上
伊
那
部
南
向
村
に
お
け
る

平
椰
國
学
の
製
聞
」

４
丸
山
真
男
『乳
代
政
治
の
思
想
と
行
動
　
上
巻
【

一
九
五
六
年
】
一七
―
八
虫

５
『長
野
県
政
史
　
第
二
巻
穴
昭
和
四
七
年
）
〓
一七
頁

６
小
野
惣
平
『
石
炭
と
４
の
円
光
―
―
「信
洪
教
育
」編
年
後
記
抄
只
昭
和
五
二
年
】
菫
一

六
頁

７
寺
平
た
次
郎
「
市
向
村
史
穴
昭
和

一
五
年
）
〓
二
五
Ｉ

Ｓ
小
野
惣
平
前
褐
書
二
三
七
Ｉ

９
同
右
薔

１０
南
向
村
神
又
耕
地
湯
沢
恒
＝
氏
の
直
話
．

Ｈ
小
野
惣
平
前
掲
書
序
支
（
信
洪
教
育
会
長
松
同
弘
）

‐２
拙
稿
前
掲
論
文

‐３
た
と
え
ば
ヽ
三
二

五
事
件
で
■
捕
さ
れ
た
後
藤
宗

一
郎
氏
が
筆
者
に
語

っ
た

テ
］
葉

の
中
に
「
宮
崎
さ
ん
は
、
頭
を
坊
主
刈
り
に
し
て
、
実

に
よ
じ
め
な
、
実
直
な

人

で

し
た
」
。

口
「
隊
伍
整
然
、
歩
武
堂

々
の
部
隊
教
練
．
吾
々
青
年
の
意
気
は
之
に
よ
り
て
満

足

せ

ら
れ
る
、
天
を
実
き
、
地
を
凌
ぎ
、
■

こ
晰
み
付
か
ぎ
れ
ば
止
ま
ぬ
、
張
り
切

っ
た

青
年
の
意
気
、
何
に
よ
り
て
か
之
を
満
足
さ
せ
得
る
か
。
教
官
殿
声
を
限
り
に
号
令

を
か
け
て
下
さ
い
、
怒
鳴

っ
て
下
さ
い
。
歩
哨
、
斥
餃
。
私
共
は
之
に
よ
り
て
、
世

相
の
真
を
開
進
ひ
な
く
掏
む
、
理
性
が
■
一
“れ
る
号

れヽ
―■
一
青
年
訓
練

所

表

彰

紀

念
六
昭
和
五
年
）所
収
「
重
ね
ｆ
表
彰
を
受
け
て
訓
練
所

生

一
同
‐あ

一
節

で
あ

る

が
、
教
練
主
体
を
物
語

っ
て
い
る
。

高
昭
和
三
年
度

一
六
九
六
円
．
川
■
度

一
六
九
五
円
．
五
年
度

一
七
三
五

円
．
一
市

向

●
■
」
第
二

四
・五
号
）

“
長
野
県
社
会
計
，
』
年
１‥―――
練
所

一
覧
〓
昭
和
九
年
）

け
当
時
市

同
村
役
易
書
記
永
原
駒
弥
氏
の
直
話

．

ｌＳ
以
上
は
修
世
川
「
連
沼
間
三
全
年
■
十
二
巻
六
昭
和
四
六
午
）
の
記
事
か

ら

■
一
と

め

一に
，

Ｄ
本
下
半
治
「
日
本
■ｉ
翼

の
研
■
穴

一
九
七
七
年
】
（
一
Ｈ

ｍ
九
山
真
男
前
掲
古
万
円
●

２‐
南

同
村
報
第
二
号
。
昭
和
三
年

一
二
月
発
行

”
南
向
村
報
弟
六
号
昭
和
五
年
八
月
■
行

２３
同
右

聾
北
林
耕
地
藤
本
俊
雑
氏
御
去
■
，
――‐
話
．

５
こ
の
例
は
次
城
県
北
相
馬
部
ｔ
ｌｌｌｌ
村
海
老
原
新
太
郎
外
十
八
名
か
呈
出
し
た
も
の
。

「
　
方
今
物
貢
文
明
′
彩
＝

ソ
業
り
民
心
軽
俳
″
高

二
流

レ
思
想
界
亦
混
沌
ト

ン

テ

定

マ
ル
ナ
キ

ハ
淘

二
邦
家

ノ
為
悲

シ
ム
ヘ
十

ｒ
卜
一
り
、
依
テ
敬
神
景
祖
ノ
念

フ
涵

■

シ
半
国
ノ
源

フ
詳

ニ
シ
質
■
剛
出

ノ
気
は
７
長
共
セ
シ
メ
以
テ
皇
国

ノ
基
礎

フ
益

ヽ
す
ロ
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
、
中

小
学
技

一
‐―‐ｌｌ
祇
科

フ
加
設

ｔ
ラ
レ
タ
シ
　
」，
大
二
十

五
年
公
支
雑
纂
巻
十
九
所
収
。
請
願
文
苫
■
第
二
日

〓
号
。
国
立
公
文
書
館
蔵

郎
一
旺
史
学
研
究
費

一
九
八
〇
年
二
月
）
所
収
、
須
時
慎

一
「
地
域
右
翼

フ

ア
ッ
シ
ョ
ン

運
動

の
研
究
―
長
野
県
下
伊
那
郡
に
お
け
る
晏
闘

一

Ｆ
安
Ⅲ
常
＝
「
日
本
フ

ア
シ
ズ
ム
と
民
衆
運
動

，長
野
県
農
村

に
お
け
る
歴
史
的

突

態

咄
奇
詰
肩
肛
０
嗅
満
蒲
供
ヽ
お
満
桐
Ｓ
〔
）
・
珊
奇
耐
球
＝
０
騨
畔
沈
針
０
苦
■
ン
繭
炒

．
剛
ｍ
柵
サ
（
嗅
か
，
飾
０
す
Ｏ
Ｇ
熙
ヽ
。
回
日
回
ゆ
国
珊
罫


